「星の友会」の皆様、お変わりございませんか。私は昨年１０月、お陰様で７５歳を迎え、後期高齢者の仲間入りをしました。流石に、これまでと異なる一回り大きな健康保険証を携えて、病院通いをすることが多くなりました。「終活」という言葉が頭をよぎり、日々「断捨離」に努めておりますが、なかなか思うように捗りません。
先日古い手紙の束が現れ、その中に私が昭和４７年から２年間第六管区海上保安本部水路部でお世話になった、当時水路部長であった故徳弘敦さんから頂戴した数編のエッセイがありました。
当時瀬戸内海の各湾には、「赤潮」が多発しており、独自予算に乏しい本庁水路部海象課は、盛んに他省庁、特に科学技術庁からの移し替え経費「特別研究調整費（以下「特調費」）を得て、赤潮調査等の名目で瀬戸内海の潮流観測を行っておりました。ところが、手続き上、特調費が移し替えられて管区本部が使用できるのは、年度後半の秋が深まった頃になりました。その頃には「赤潮」の発生時期がとっくに過ぎており、この時期での観測では「赤潮報告書」を作成するのに甚だ困った状況になりかねない状況でした。　

しかし、徳弘部長は「移し替え経費使用期を待たず、赤潮が発生する季節に、前倒しで既定経費を使用して、「赤潮調査潮流観測」を行いなさい。その責任は私がとる」と仰いました。　　私はその言葉にたいそう感激したものです。「指揮官たるものこうでなければならない」とそのとき、深く肝に命じました。その時の言葉を私は生涯忘れません。
昭和４９年、そうした尊敬すべき水路部長に本庁転勤を勧められ、言葉に従って本庁に転勤した次第です。
この度、徳弘さんからの文章を読んで、当時のことを鮮やかに思い出すとともに、同氏を偲びながら「星の友会」ＨＰに掲載して戴くことをお願いしました。　　　
　平成２９年秋深まる頃　倉本　茂樹
瀬戸内海の「海砂」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳弘　敦

　昭和４７年（１９７２）４月１日、広島の第六管区海上保安本部「水路部」に転勤。

この年の３月１５日に山陽新幹線が新大阪―岡山間で開通した。新学期から中三になる娘も連れて家族同伴の初めての地方勤務であった。それから３年後の昭和５０年３月１０日には岡山―博多間が開通したから、本庁水路部への帰任は「広島」から新幹線に乗れた。

　私の広島勤務中に山陽新幹線が全通したことになる。高度経済成長期の最盛期が広島勤務と重なった。海を相手の仕事だが、水路部の仕事だけから見ても、瀬戸内海を航行する船舶の大型化、それに伴う港湾、航路の浚渫（掘り下げ）作業の増加が突出した時期だった。
　

瀬戸内海の水深は平均すれば３０ｍと言われる。潮流が早い瀬戸（狭水路）では水深は１００ｍを超える。一方流れの淀む場所では、潮流が巻き上げた海砂が堆積して「砂州」を造り、例えば備讃瀬戸の「番の洲」のように固有名も付いて航行船舶に注意を促す。

　
　瀬戸内海に流れ込む河川からは絶え間なく川砂が海に運び込まれている。広島勤務中に広島大学の地質学の先生から教えられたことだが、流れの速い瀬戸ではナウマン象の骨が化石として見つかることが多い（漁船の網にかかる)、速い潮流が砂の堆積を妨げたからだろう。１００ｍ以上掘り下げれば瀬戸内海の何処でもナウマン象(３０万年→１．５万年、この間氷河期には瀬戸内海の一部は陸化した)の化石が見つかるに違いない。
　前置きが長くなったが、高度経済成長期には建設用コンクリートの需要が増大した。当然ながら砂の需要も増大する。川砂の再生産には時間がかかり、短期的には限られた天然資源である。新幹線の、特に岡山以西はトンネルが多く大量のコンクリートが使用される。結局「川砂」の不足分は、天水に曝して脱塩した海砂で賄って大事業は遂行されたのだろうか、当時のマスコミの話題にもなっていたように記憶する。
　「コールドジョイント」いう聞きなれない専門用語で、新幹線のトンネル内のコンクリート崩落事故が新聞、テレビで報じられた。私には忘れかけていた「海砂」の記憶が蘇った。

　素人の私が問題提起というような心積もりで書くのではないが、高度経済成長期と重なるのは気掛かりである。

　今朝の朝日新聞は「山陽新幹線高架コンクリ　塩分９割で基準超」の見出しで報じている。

「コールドジョイント」の説明はない。海砂にも触れていない。トンネルと高架では崩落による被害は異質だろうが、｢塩分｣という表現が新聞解説に載ったので私の回顧を記した。（１９９９/８/１７　１９ｈ）
　１０月９日早朝、ＪＲ山陽新幹線小倉―博多間のトンネルでコンクリート塊の落下があったとニュースが大きく報じている。振動の多いトンネル内、施工上の格段の配慮が在って然るべきこと。１０日の朝日新聞朝刊の記事中では簡単に「海砂」に触れている。１０/９　１７ｈ）

　昨日、全く偶然にご主人が元建設用コンクリートの仕事をしておられたご婦人から｢海砂を使ったセメントは脆いそうですね｣という“聞き捨て出来ない話”を耳にした。セメントを使用する工事関係者には熟知された昔話ではないのか？行間を詰めて敢えてこの数行を書き加えた。（１０/１２　９ｈ）

　「コンクリート落下・福岡トンネル　広範囲劣化公表せずＪＲ西日本　事故１年前に検査」

このような見出しで１０月１６日の朝日新聞夕刊が報じている。古いトンネルは沢山あるのに何故、特定の地域の新しいトンネルにコンクリートの劣化が目立つのか？　に触れていないのが気掛かりになってくる。｢公表せず｣の見出しも意味ありげ。（１０/１７　８ｈ）

　阪神大震災から間もなく５年。海砂を使ったセメント問題は鉄道関係に限られる話とは思えない。古いビルが無事なのに新しいビルの倒壊・被災を私の地震記録でも触れた。阪神高速道の｢西宮―御影｣間の倒壊はテレビや写真で詳しく報じられたが「海砂」か？素人の私が軽々に論ずる問題ではないが、朝日新聞の報道記事には今後も注意する。（１０/２３）

　朝日新聞社説１２月２９日より「海砂を洗わなかったり。質の悪い砂利を使ったりしたためコンクリートの劣化を早め、ひび割れを起こした。・・・・」（１２/２９）

　コンクリートの強度不足が２５％　建設技術者ＮＰＯ/全国ビル１５４棟調査１割｢補修必要｣この見出しで朝日新聞(２０００/２/２８朝刊)が伝え解説している。

　私は｢海砂｣を意識して、朝日新聞から目に留まった記事をメモ書きとして書き足してきた。私の勝手な想像だが朝日新聞社に私と似たような問題意識を持つ記者が一連の記事として追い続けているようにも思えてくる。
　１２月２３日の私のメモでは阪神大地震の被害との関係に触れており、前々から思い及んでいたのではなかった。「朝日新聞」は、それが仕事だから丹念に調べ続けているに相違ない。

　私の「阪神大地震の記録」の中で、「・・・・戦後５０年の日本の立ち直りは目覚ましかった。便利になり豊になった。古くなったものは捨てて、新しい物に買い換えることで新しい技術の有り難さに酔った・・・・消費は美徳と教えた宰相もいた。このままで大丈夫かという不安が日常生活の色々な場面にちらつく。・・・・」と書いている。（１９９５/６/１５）

　それから５年が経った“誰もが心の中に抱いていた不安が現実になりつつある”が今の現実のように思えてくる。難しい経済理論の誤算というようなものでなく、保守政治の失政と見るのが正しいのではないか。批判する政党・論者がいなかったとは思わない。保守派の中にも誤りに気付いていた識者がいただろう。「民主主義」に生まれ変わって５０年が過ぎた「日本」の現状は「不景気」に象徴される。
　今使っているワープロ(OASYS 30-AP101)の購入は、地震直前の平成６年の暮れである。最初に書いた文書は、平成６年１２月２８日の日付がある「今津山中町子供会　平成６年末警戒参加者名簿」。このワープロで書いたから文書は今も残っている。

　「子供会」に社会勉強として呼びかけて実現したあの子供達は今では高校生、中学生の名前もあるから大学生、夜警の責任者であった私も引率に加わった。子供達は声を揃えて「火の用心・・・」と大声で町内に呼びかけた。その様子を今でも思い出せる。夜警は今も続いていると昨年の暮れに例年のように知人から便りがあった。
　このワープロの購入の動機までは思い出せない。神戸「三宮」の店は憶えている。新しいパソコンを眺めに立ち寄るのは私の習性のようなものである。パソコン・ワープロ（一太郎）に不満はなかったのに、気に入って買ったのだろう。地震にも耐えた。ワープロには私の「心の軌跡」が断片的ながら書き残されており、その文書のタイトルは「瀬戸の海砂」となっている。思いついたり、気持ちが乗った時にワープロに対座する。タイトルは連想のためのキーワードのようなもので、私にしか通じないものもある。夜中にワープロの中の私と対話しあうことも多く、表現が微妙に変わったりもする。
　「自分史」として整理し纏めたい気持ちもあるが、まだまだ書き増すだろうし、まだ早いという気持ちもある。「瀬戸の海砂」は私のワープロ文書の中では例外的に息が長く読み出した回数はワープロが記録しており、その数字も見逃せない記録となっている。

　まだまだ追記の材料に事欠かないが、私の未完のコンピュータ・プログラムに手を入れたいという気持ちや、それを迫られる事情も生じてきた（暦算研究会の発足）
　「小鼓」を打つ楽しさは少し見えてきた。長く楽しんできた「謡」の延長線上に乗る。私の中に複数の人格が同居ではなく、私にとってこれらは皆「同根」らしい。「ワープロ」の側に「鼓」が並んで置いてあったりするが、どちらが主という関係ではない。下手なりにも「鼓のリズム」に気持ちが乗ってくるのは生命の躍動感なのだろうか。

「小鼓の謡」は「地拍子」のリズムに乗って謡う。どちらも音楽だが「ラジオやテレビ」に登場するような芸能ではない。いささか取っつきにくい日本の「伝統芸能」だが人の心に迫る。人類進化に長い歴史の何処で身に付いたものだろうか。歩行か、労働だろうか？（２０００/３/７船橋にて）

　（改版を見込んでの「版数」は予定していなかった。「文書名」も変更し、「第４版」としたが、後々のことは予想がつかない。朝日新聞のお陰で息の長い文書となった）（２０００/

３/１１）

　「劣化、落下の陰に効率至上主義　コンクリート管理の徹底急務」（２０００/３/１０「朝日新聞」

　社会部記者（３名）の記名入りで表記の記事が載ったので私も３枚目を続ける。

「朝日新聞」の記事は「主張・解説」の欄で約半頁を使った詳しい解説で、私には大変参考になった。私の「瀬戸内海の海砂」とは若干距離があるようだが、これは些細な問題ではない。

　「臨海コンビナート」が紙面を賑わした時代は、「バブル」絶頂期と重なるだろう。資源を海外に求めた「経済戦略」の始まりだったのかも知れない。岡山県の「水島」は「重油流出事故」でも有名になった私の第六管区海上保安本部に在任中の出来事であった。不運な事故であったかも知れないが、高度経済成長への「警告」と受け止める事故ではなかったかと今にして思う。
　巨大戦艦「大和」は広島県の呉で建造された。瀬戸内海は「大和」の航行に支障のない水深があったのだ。何十万トンの「巨大タンカー」が建造され中東原油を日本に運んだ時代が「バブル期」でもあった。重油を満載したタンカーのための瀬戸内海航路は２０ｍの水深が要求されたが、瀬戸内海の水深については冒頭記した。
　巨大タンカーのための航路浚渫で掘られた「海砂」の量や処理方法までは分からない。これらの海上作業は無断では出来ない。航行船舶の安全のため「航行警報」の告示は私が勤めた「第六管区海上保安本部水路部」の任務の一つであった。当時の「航行警報」の内容から推理は無理だろう。「天水」によって「脱塩処理」を行いコンクリート材に使われたのか？

　今朝の「朝日新聞」は、「コンクリート」への「不法な加水」を解説している。「水」はコンクリート材ではないだろう。時間が経てば気化してしまうだろう。不法は分かるが「コンクリート強度との関係」の素人向きの解説が欲しかった。私は「海砂」にこだわり、私にしか書けない話でもないが、この文書１枚を書き足した。
　朝日新聞東京本社は私が勤めた「海上保安庁水路部」と隣接している。水路部が所有地（国有）の半分を朝日新聞社に譲って現在の庁舎を建てたのが水路部の創立百年の記念事業だった。朝日新聞社の東南の角は「天測室」が在った場所だ。日本の経緯度を決定するにも寄与した測台は、私が入部した頃は観測に使われていた。快晴の冬の夜なら１０インチの反射望遠鏡で７等星位までは観測出来ただろう。（星食観測）
朝日新聞社の南側は緑地帯になっていて歩道もある。私も時折４０年以上も昔の築地を回想しながら歩く。
「築地」の地名は江戸時代のいつ頃ついたのか？「隅田川」の河口近くを埋め立てて造成されたことを暗示する。東京湾を見渡せた「浜離宮」のことは今年の年賀状に認めた。
築地は海軍で開けた。「海軍兵学校」は築地で生まれ、海上保安庁水路部の構内に「海軍兵学寮」の記念碑がある。今の「国立がんセンター」の前身は「海軍病院」だったとも聞く。西洋学を採り入れ、明治の文明開化の先駆的役割を果たした初代海軍水路部長は「関流」の和算家「柳　楢悦」海軍中将であった。（岩波新書「明治維新の科学技術」）

　海上保安庁水路部は昨年、創立１２８年の記念すべき年を迎えた。（創立は明治４年１８７１年）「水路部」の名称は創立当時のまま今日に至る。ニュースになる話だが朝日新聞は取り上げなかった。１２８は２の７乗、二進数で書けば「１０００００００」記念すべき年と記したのはこのような理由による。水路部がコンピューターを暦算業務に採り入れたのは４０年も昔になる。我が国の先駆的実用化だったろう。「柳初代水路部長」精神は今でも生き続けている。
海軍の創設と同時に「水路部」も生まれたが、柳部長は「海軍水路部」と呼ばせなかったという。商船も漁船も水路業務のサービス対象だからだと先輩に聞かされた。現在は｢海上保安庁水路部｣が正式の呼び名のようだが私は「水路部」で通す。
３枚目を追記して第４版とした。朝日新聞社にも隣接の誼から本文を届ける。それを意識した第４版でもあった。何か反応でもあれば第５版を執筆するかも知れない。（２０００/３/１１）

「原子爆弾」が投下された日の廣島湾の潮汐

地球の形は「球」ではなく、厳密な表現をすれば「回転楕円体」」と呼ばれる形をしています。直径が３０㎝の地球儀なら、極半径より赤道半径の方が０．５㎜長い形です。

何故か？地球が自転しているからです。１回転するのに約２４時間かかります。この遠心力で地球は赤道方向に膨らみます。膨らんでいることが「地球が自転している」証拠です。（地球物理学）

「潮汐」とは地球の衛星「月」の引力で起きる海面の昇降現象です。この現象は目に見える現象ですが「柏崎」の海より「広島」の海の方が１０倍くらい顕著です。

潮の「満ち、引き」が「月」に関係していることは、海辺で暮らす人なら誰でも気付く自然現象です。人々はこの「潮汐現象」も生活の知恵に採り入れて暮らしてきました。

瀬戸内海は「何故、潮汐現象が大きいのか」。瀬戸内海は東西に長いからで、もし南北に長い内海だったら？何故「日本海」では潮汐現象が小さく、何故「有明海」では大きいのか。海の深さを含めて地形が関係している「自然現象」であることは確かです。（潮汐学）
「自然現象」であるということは「コンピューターで再現できる」とも言えます。例えば

「日食」を過去、将来にわたって「コンピューターで見ることができる」ように。「潮汐」も同じことが言えます。例えば「義経の屋島の合戦」の当日の「潮汐」も日付が分かっていれば計算できます。

　広島に原子爆弾が投下されたのは１９４５年８月６日の午前８時１５分でした。「川の水」は海に流れ込むと考えるのが「常識」かも知れませんが、瀬戸内海では事情が違います。

　満潮時には川水面より海面の方が高くなり、海水は川の上流に逆流します。これはどの川についても言えることですが瀬戸内海では顕著です。広島市内の川は広島湾の海面と連動して昇降します。ほぼ６時間毎に川面の昇降を繰り返しています。

　広島市は太田川デルタ（ギリシャ文字の△）と共に育った町です。千年以上も昔は現在山陽本線が通っている辺りが海岸だったでしょう。（饒津神社の燈籠が暗示）

　地図を見れば分かるように太田川は東から猿猴川、京橋川、元安川、太田川、天満川、太田川方水路と分流します。広島市は、川も橋も多い美しい水の都会です。

　｢潮汐｣による海面（太田川の水面）の昇降は月齢に関係し、新月（朔）、満月（望）の頃が大潮、その中間で小潮です。原爆投下の８月６日の８時１５分は月齢が２７．５で新月の２日前、午前の満潮直後で川底から３ｍの水位でした。この６時間後には水位は０．５ｍまで下がり、その後水位は上昇に転じ２１時には３．５ｍの水位に達していました。
　６時間毎のこの水位の下降、上昇は海の流れ出る早い流れ、そしてその逆の流れを繰り返しながら太田川の水は海に流れ出ます。

　原爆の焦熱を浴びた夥しい被爆者は、川へ身を投じました。計算から推理できるこの後の状況は、遺体は広島湾に流れ出て、６時間後には流れが転じた上げ潮に乗って再び市内に墓ばれる。遺体が全部収容される迄の記録が残っているかも知れません。

　広島に近い陸海軍の部隊が遺体収容に当たったという話を私も聞いております。この状況を書き留めておくには、余りにも悲惨きわまる広島の現実でした。（２０００/２/６）

　パソコンによる潮位推算
１９８１年（昭和５６年）４月、希望が叶えられて呉の海上保安大学校の教官に転じました。その２年後の昭和５８年度に特別教材費として新設の水路学講座にパソコンの購入が認められました。

私は水路部時代にコンピューターの使用経験を積んでいたのでパソコンを個人で独占して使えるのは夢のような話でした。教官研究室と宿舎が時間にして数分の距離でしたから、深夜まで研究室で計算プログラムの作成、テスト計算に夢中になった日々を思い出します。

これに先立つ９年前の昭和４７年に第六管区海上保安本部水路部長を拝命し、潮位変化の著しい瀬戸内海の海象について仕事を通して学ぶ機会を得ました。中野猿人著「潮汐学」を買い求めたのもその頃でした。

その書物だけが手がかりでパソコンで潮位推算に取り組んだのが、先述の海上保安大学校教官時代でした。潮位変化は天文現象とも言えますから全くの素人としての苦労は無かったと思います。出来上がったプログラムと試算した広島港の推算結果は、海上保安庁水路部海象課の赤木　登氏に送って見て貰ったことも思い出します。推算結果をブラウン管にグラフ表示も、プリント出力も可能でしたから「潮位曲線」として眺めることも保存することも可能でした。
原爆投下の１９４５年８月６日の広島湾の潮位、従って太田川の水位変化を計算してみようと思ったきっかけは、多くの人が川に身を投げたという古い記憶だけだったでしょう。計算はあの日の広島を知る者にとって注目すべき結果でした。この事象を指摘した人は他にいないようです。広島の平和記念館はあの日の太田川について何も触れていません。

現在、広島市は厚生省の委託事業として被爆資料の蒐集を行っています。この担当の方へは上記資料を提供しております。日本水路協会のご厚意で昭和２０年潮汐表から関係する頁のコピーと日本水路協会の計算による８月６日の「潮位曲線図」は正式の手続きを経て提供されており感謝されています。被爆資料館の開館は平成１４年と聞いております。
折々に書き綴った「原爆投下の日の太田川」関連報告の一部も同封させて戴きます。

「水親会」では既に報告させて戴いております。ご報告が遅れましたことと長らくのご無沙汰を併せてお詫び申し上げます。

寒さ厳しい折から、お身体呉々もお大切に。ご健勝をお祈りいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳弘　敦　（２０００/２/２０）

